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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】　衝撃的に荷重を加えた際の板状材料にお

ける反発力或いは反発力に対応する力学量を測定し、材

料の厚さを求める方法

【請求項２】　請求項１を、腐食した材料に適用するた

めに使用する衝撃伝達棒を用いた測定方法

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】腐食した構造物の板厚を測定

するための、測定原理および測定手法

【０００２】

【従来の技術】腐食した構造物の定量的な板厚測定は、

超音波厚さ計によって行われている。

【０００３】また、形状の決まった構造では、それを叩

いた時の音響解析から板厚等を求める方法がある。

【０００４】

【発明が解決しようとする課題】超音波厚さ計を適用す

るためには、腐食生成物の除去と測定面を平滑化するた

めのグラインダ作業が不可欠であり、作業能率が悪く、

経済的負担も大きい。

【０００５】音響解析では、構造物の固有振動数から板

厚を求めるため、構造の形状が一定でないと適用できな

い欠点がある。

【０００６】

【課題を解決するための手段】本発明の測定原理は、板

状材料の厚さ方向に衝撃的な荷重を加えた際の反発力

が、板厚の関数であることを利用するものである。

【０００７】この板厚と反発力との関係に関して、鋼板

上に鋼球を落下させた時の落下高さに対する跳ね返り

（反発）高さの比と板厚の間に相関関係が存在するこ
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と、鋼板裏面の補強材からある程度離れるとその比がほ

ぼ板厚で決まる一定値になることを確かめた。

【０００８】図１参照。測定板厚範囲に応じて、鋼球の

大きさを適度に選択する必要があるが、本測定原理によ

って、板厚の測定ができる。

【０００９】本測定原理を腐食した材料に適用するため

には、衝撃伝達棒を用いる。

【００１０】尖らせた一方の先端を腐食した材料の生地

に直接接触させ、他方に加えた衝撃力を腐食材料に伝た

え、その時の衝撃伝達棒を押し返す反発の大きさを測定

する。

【００１１】衝撃力を衝撃伝達棒の小さな先端部で伝え

るので、腐食生成物の除去や腐食面の平滑化が不要にな

り、腐食した材料への適用が容易である。

【００１２】背面に補強材が存在する場合には、補強材

の寄与が反発の大きさに含まれ測定誤差になってしま

う。

【００１３】そのため、補強材から離れた点で測定する

必要がある。

【００１４】また、加える衝撃力と衝撃伝達棒の特性が

反発の大きさと板厚の関係に影響するので、板厚測定に

最適な条件とその時の反発の大きさ対板厚関係をあらか

じめ明らかにしておいてから、本測定法を適用する。

【００１５】

【発明の実施の形態】図２は、鋼球落下で平滑鋼板の厚

さを測定する場合である。

【００１６】反発高さを測定し、あらかじめ求めておい

た反発高さ÷落下高さと板厚の関係から、板厚を求め

る。

【００１７】図３は、衝撃伝達棒を用いて腐食した鋼板

の厚さを求める場合である。

【００１８】衝撃伝達棒の片側に加えた衝撃力を、腐食

鋼板の生地に直接接触させた鋭い他の端を通して加え

る。

【００１９】反発の大きさとしては、衝撃伝達棒に付け

た動歪みゲージや加速度計等で計測した衝撃パルスの大

きさや持続時間を用いる。

【００２０】板厚が小さい時には、衝撃パルスの大きさ

は小さく持続時間が長くなる。

【００２１】板厚は、あらかじめ求めておいたこれらの

値と板厚の関係から求める。

【００２２】図４では、衝撃伝達棒の他の端に衝撃子を

衝突させることにより衝撃力を発生させ、衝撃子に帰っ

てくる反発の大きさ力を計って板厚を求める。

【００２３】

【発明の効果】本発明は、上述したとおり、超音波厚さ

計で必要であった腐食生成物および腐食による凹凸の除

去作業が不要であるため、測定作業の効率化、費用の低

減を図る上で大きな利点がある。

【００２４】測定精度は、超音波式に比較して劣るが、

腐食した材料の板厚は均一ではないので、計測精度が高

くなくても実用的には問題がない。

【００２５】本発明は、見方を変えると、腐食した材料

の断面係数に関連した値を計測していると考えることが

できる。

【００２６】したがって、腐食した材料の強度を知るた

めに行う板厚測定法としては、理にかなった方法であ

る。

【図面の簡単な説明】

【図１】鋼球の反発高さ÷落下高さと板厚、補強材から

の距離の相関を示す図である。

【図２】鋼球落下によって板厚を測定する方法である。

【図３】衝撃伝達棒を用いて腐食した材料の板厚を測定

する方法である。

【図４】衝撃伝達棒と衝撃子を用いて腐食した材料の板

厚を測定する方法である。

【符号の説明】

１　鋼球

２　跳ね返った鋼球

３　鋼板

４　落下高さ

５　反発高さ

６　衝撃力

７　衝撃伝達棒

８　加速度計または動歪み計

９　衝撃・反発測定器

１０　バネ

１１　衝撃子

１２　ガイド

【要約】

【課題】　腐食生成物や腐食による凹凸を除去すること

なく適用できる板厚測定方法。

【解決手段】　衝撃伝達棒の一方の端に加えた衝撃力

を、鋭い他の端で腐食した板状材料の生地に直接与え、

その時の反発の大きさを測定して板厚を求める。裏面に

補強材があるときには、補強材の寄与をさけるため補強

材から一定距離以上はなして測定する。反発の大きさと

板厚の関係は衝撃力の特性に影響されるので、あらかじ

め最適な衝撃力の特性とその時の反発の大きさ一板厚関

係を明らかにしてから、本測定法を適用する。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】


